
一緒に学んでみませんか

日時　７月８日㈯
　　　 午前10時～正午（午前９時30分開場）

場所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）　

　　　市民ホール

演題　「差別の現場に深く学ぶ 
　　　～耳を澄まそう、目を凝らそう～」
講師　前田 隆夫さん（西日本新聞論説委員）

※同日、人権パネル展を開催しています。

７月は同和問題啓発強調月間です

問い合わせ　P２〜３ 同和問題啓発強調月間：人権政策課　人権・同和政策係（☎内線443）

　　　　　　　　　P３ 本人通知制度：市民課　市民係（☎内線304）

　　　　　　　　 P４ 人権講座「ひまわり」：社会教育課　人権・同和教育担当（☎内線451）

同和問題とは

　福岡県では毎年７月を 「同和問題啓発強調月間」 と定め、 各地でさまざまな啓発イベントなどを実施し、

差別をなくす取り組みを行っています。 まずは同和問題について知り正しく理解するために、 講演会に参加

してみませんか。

　日本社会の歴史的発展の中で形成された身分階層構造によって、 住んでいる場所や出身地を理由に差

別を受ける （部落差別） など、 基本的人権を侵される日本特有の人権問題です。

　現在もなお、 部落差別が存在することを踏まえ、 部落差別のない社会を実現することを目的に、 平成

28 年に「部落差別の解消の推進に関する法律」、平成 31年に「福岡県部落差別の解消の推進に関する条例」

が施行され、 本市でも令和２年 12 月に 「太宰府市部落差別の解消の推進に関する条例」 を施行しました。

　同和問題の解決のため、 私たち一人一人が同和問題を正しく理解し、 差別や偏見のない豊かで明るい社

会を築きましょう。

市主催講演会

日時　７月22日㈯
　　　 午後１時30分～３時（午後0時30分開場）

場所　クローバープラザ　アリーナ棟２階大ホール（春日市原町3丁目1－7）

演題　｢あたらしい部落問題」

講師　角岡　伸彦さん（フリーライター）

県主催講演会

まえ　だ たか　お

かど　おか のぶ　ひこ

日時　７月22日㈯～９月30日㈯
場所　クローバープラザ　７階　特別展示室

テーマ　「日常の中にある部落差別〜“マイクロアグレッション”ってなに？〜」

第55回特別展

問合せ先

同和問題とは、日本社会の歴史的発展の過程で形成された身分階層構造によって、特定の地域の出身であること、特定の地域
に住んでいること等を理由に、日本国民の一部の人々が日常生活の中で差別され（部落差別）、その差別意識のもと、日常
生活の中で基本的人権を侵される日本特有の人権問題です。

同和問題とは、日本社会の歴史的発展の過程で形成された身分階層構造によって、特定の地域の出身であること、特定の地域
に住んでいること等を理由に、日本国民の一部の人々が日常生活の中で差別され（部落差別）、その差別意識のもと、日常
生活の中で基本的人権を侵される日本特有の人権問題です。

第55回 特別展講 演 会

プラム・カルコア太宰府
（太宰府市中央公民館）
市民ホール

10：00～12：00（9：30開場）

令和５年
月７８日（土）

（西日本新聞論説委員）

前田隆夫
さん

ま　え　　だ　　 た　か　　お

講師プロフィール

　1989年、西日本新聞入社。
本社、東京支社、佐世保支局などを経て2021年から現職。
福岡・九州の同和教育の先駆けである林力さん（ハンセン病
家族訴訟原告団長）の足跡をたどる聞き書き「父ありて
こそ」を2017年に93回連載。2012年から2022年まで、
九州大学（教職課程）で人権教育の講義を担当。福岡県
筑紫野市出身。

～耳を澄まそう、目を凝らそう～

講 師

人権パネル展

（公財）福岡県人権啓発情報センター　☎584-1271

令和５年

太宰府市人権政策課　☎921-2121（内線443）

令和の都だざいふ
応援大使
おとものタビット

令和の都だざいふ
応援大使
おとものタビット

主催

問合せ・託児予約

太宰府市青少年育成市民の会・太宰府市「同和」教育研究協議会共催太宰府市 太宰府市教育委員会太宰府市 太宰府市教育委員会

「差別の現場に深く学ぶ」

日 時

会 場

9：30～13：00
プラム・カルコア太宰府2階
ホワイエ

福岡県主催イベント

時 間

場 所

手話通訳あり 要約筆記あり託児あり入場無料
（無料・前日までに要予約）

みんなで学ぼう！太宰府市市民講演会

７月は同和問題啓発強調月間です７月は同和問題啓発強調月間です
同和問題の早期解決をめざして、福岡県では、県民一人ひとりの理解と協力を得るために、毎年７月を同和問題
啓発強調月間と定め、様々な差別をなくす取り組みを行っています。まずは同和問題について知り、正しく理解
するために、市民講演会に参加してみませんか。

同 和 問 題 と は

クローバープラザ　アリーナ棟　２階
大ホール （春日市原町３-１-７）

令和５年 ７月22日（土）
７月22日（土）～９月30日（土）

『あたらしい部落問題』
角岡　伸彦さん （フリーライター）

場　　所

演　　題

講　　師　

日　　時 日　　時

期　　間 クローバープラザ　７階　
特別展示室

テ ー マ 『日常の中にある部落差別 
～“マイクロアグレッション”
                   ってなに？～』　

開場 講演午後０時30分 午後１時30分～午後３時

身元調査をしない！させない！許さない！

住民票などの不正請求に気づく「本人通知制度」があります

身元調査とは、本人の知らないところで生まれた場所や居住地、家庭環境などを調査

することをいい、結婚や就職の時、その情報をもとに差別が行われることがあります。

身元調査は、プライバシーの侵害や結婚差別、就職差別などの人権侵害につながる

おそれがあります。身元調査を依頼することや引き受けることは、差別意識や偏見に基

づく行為であり、許されるものではありません。人権侵害や差別につながる調査には協

力しないようにすることが大切です。

筑紫地区５市では、「身元調査お断り運動」を推進し、各市で住民票や戸籍取得の際の「本人通知制度」を導

入するなど、取り組みを行っています。

市民課窓口では住民票や戸籍の写しの証明を発行時に本人確認を行っていますが、全国各地で第三者に

よる不正取得事件が後を絶ちません。そこで、住民票や戸籍の写しを本人以外が取得した時、本人に知らせる

「本人通知制度」を設けています。

事前登録が必要ですので、希望する人は市民課へ問い合わせてください。

不審な問い合わせには
協力しないようにしましょう。

差別につながる

身元調査はお断りします

〇〇さんのことを教えて

いただきたいのですが

対象者　市に住民登録または本籍がある人　

対象となる証明　住民票や戸籍に関する証明書

通知期間　登録した日の翌日から３年目の12月31日まで

通知内容　交付年月日、証明書の種別と枚数、請求者の種別(代理人または第三者)

登録に必要なもの　登録申請書、本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許証など）、

　　　　　　　　　委任状（代理人が登録する場合）

※申請書、委任状はホームページ（ページ ID ：1346）から取得できます。郵送でも受け付けます。

結婚のとき地域で例えば

結婚は本人たちの

問題だから、そんなこと

必要ないわよ。

結婚するなら

相手のことを

調べたほうが

いいのかな？

結婚は本人同士の合意で
成立するものです。

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/ 23 広報だざいふ 2023.7 （令和 5 年）広報だざいふ 2023.7 （令和 5 年）
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手と手をつないで手と手をつないで手と手をつないで手と手をつないで
山口　裕之

（マザー・アース人権啓発研究所主宰）
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を

行
っ
て
い
ま
す
。

同
和
問
題
と
は
、
特
定
の
地
域
の
出
身

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
結
婚
や
就

職
な
ど
に
お
い
て
不
当
な
扱
い
や
差
別
的

言
動
を
受
け
る
と
い
う
、
日
本
固
有
の
人

権
問
題
で
す
。

国
民
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
行

わ
れ
、
一
定
の
成
果
が
上
が
っ
て
は
い
ま

す
が
、
近
年
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

掲
示
板
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
差
別
を
助
長
す

る
悪
質
な
書
き
込
み
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

情
報
化
の
進
展
に
伴
っ
て
差
別
に
関
す
る

状
況
の
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。

○
正
し
く
学
び
、
行
動
し
て
い
く

　
「
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
、
部
落
差
別
は

自
然
に
な
く
な
る
」「
寝
た
子
を
起
こ
す

な
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
す
。
人
々
の
差
別

意
識
が
解
消
さ
れ
ず
に
残
っ
て
い
れ
ば
、

差
別
そ
の
も
の
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
だ
れ
か
の
人
権
が
守
ら
れ
な

い
社
会
で
は
、
そ
こ
で
暮
ら
す
私
た
ち
自

身
の
人
権
に
も
、
い
つ
攻
撃
の
刃
が
向
く

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
同
和
問
題
の
解
決
は
、

私
た
ち
一
人
一
人
の
課
題
な
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、本
市
で
は
２
０
２
０
年
に
「
太

宰
府
市
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例

は
「
部
落
差
別
の
解
消
を
推
進
し
、
も
っ

て
部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
こ

と
」
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
同
和
問
題
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
市
内
の
全
て
の

小
中
学
校
で
は
「
正
し
く
学
び
、
差
別
に

気
づ
き
、
な
く
し
て
い
く
感
性
と
行
動
力

を
高
め
て
い
く
教
育
」
が
子
ど
も
の
発
達

段
階
に
応
じ
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
人
に
つ
い
て
は
、
部
落
差
別

を
は
じ
め
、
障
が
い
者
差
別
、
外
国
人
差

別
、
平
和
維
持
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課

題
に
つ
い
て
の
学
び
の
場
と
し
て
人
権
講

座
「
ひ
ま
わ
り
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

大
人
も
子
ど
も
も
全
市
民
で
差
別
の
現
実

か
ら
深
く
学
び
な
が
ら
新
た
な
行
動
を
お

こ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
人
権
講
座
「
ひ
ま
わ
り
」
や
市
民
講
演

会
な
ど
の
研
修
会
に
参
加
す
る
、
書
物
や

資
料
な
ど
か
ら
新
た
な
情
報
に
ふ
れ
る
、

身
近
な
人
た
ち
と
ミ
ニ
学
習
会
を
開
く
な

ど
、
ま
ず
は
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
行
動
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

○
コ
ロ
ナ
禍
を
越
え
て

　
新
た
な
人
権
の
ス
テ
ー
ジ
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
波
は

本
年
春
か
ら
一
定
の
お
さ
ま
り
を
み
せ
、

感
染
症
法
の
位
置
づ
け
も
「
５
類
感
染

症
」
に
移
行
し
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
今
後
、
私
た
ち
の
く
ら
し
や

地
域
社
会
の
あ
り
方
が
単
に
３
年
半
前
に

戻
る
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
中
で
見
え
て
き
た
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
や
壁

を
乗
り
越
え
る

新
た
な
人
権
尊

重
の
ス
テ
ー
ジ

に
み
ん
な
で
の

ぼ
っ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

す
べ
て
の
市
民
が

か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
る
た
め
に

年間を通じて人権講座「ひまわり」を行っています
　さまざまなテーマを通して、 一人一人が人権を身近に感じ、 互いの人権を尊重する大切さ

について理解を深める講座です。 参加費無料、予約不要です。多様な人権課題に気づき、考え、

行動する人となるために、 人権講座 「ひまわり」 に参加してみませんか。

やま ぐち ひろ ゆき

夜の部：午後７時〜８時30分

開催日時

太宰府市
南隣保館

太宰府市
南隣保館

音楽で学ぶ人権・部落問題学習
～一人ひとりが大切にされる人権の
　まちづくりをめざして～

山口　裕之さん
（マザー・アース
　人権啓発研究所主宰）

開催場所 内容 講師

あら まき あき　らプラム・カルコア
太宰府（中央公民館）
多目的ホール

「偏見は持っていない」は危険？
誰もが持ってる
アンコンシャスバイアス

荒牧　明楽さん
（OVER　THE　RAINBOW代表）

おお　た しん すけ

プラム・カルコア
太宰府（中央公民館）
多目的ホール

きょうだいの絆。
～障がいのある弟と共に生きる～

太田　信介さん（ギャラリー宏介(株)代表取締役）

なが　の けん いち

識字 このすばらしきもの
～京町識字61年めのこと～

長野　健一さん
（福岡県人権施策推進
  懇話会委員）

くぉん うぉんてく

国分共同
利用施設

日本に住む
外国人の権利と偏見

權　源宅さん
（在日本大韓民国民団
  福岡県本部事務副局長）

あお  き ひろ   し

昼の部：午前10時〜11時30分

開催日時

ヒトラーに抵抗した人々 青木　裕司さん
（河合塾世界史講師／
　KBCアサデスコメンテーター）

開催場所 内容 講師

おお　にし りょうプラム・カルコア
太宰府（中央公民館）
多目的ホール

プラム・カルコア
太宰府（中央公民館）
多目的ホール

生きづらさを抱える子ども・

若者の理解とその支援
大西　良さん
（筑紫女学園大学准教授）
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８月４日㈮
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10月６日㈮

11月10日㈮
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12月１日㈮
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